
渡
辺
代
表
か
ら
「
山
遊
会
だ
よ
り
」
の
巻

頭
文
を
書
く
よ
う
に
と
仰
せ
つ
か
っ
た
。

14
年
4
月
1
日
に
山
岳
会
と
山
遊
会
に
同

時
入
会
し
た
駆
け
出
し
会
員
で
、
山
の
知
識

も
技
術
も
経
験
も
な
い
自
分
に
何
が
書
け
る

だ
ろ
う
と
自
問
自
答
。
過
去
の
「
山
遊
会
だ

よ
り
」
を
拝
見
し
て
、
ま
す
ま
す
頭
を
悩
ま

し
た
が
、
自
分
に
書
け
る
こ
と
は
短
期
間
の

経
験
談
と
今
後
の
思
い
で
あ
る
と
心
を
決
め

た
。そ

も
そ
も
私
は
、
動
・
植
物
や
魚
類
等
々

の
図
鑑
を
眺
め
た
り
文
庫
本
を
愛
読
す
る
イ

ン
ド
ア
派
で
、
自
分
の
会
社
し
か
知
ら
な
い

視
野
の
狭
い
仕
事
人
間
だ
っ
た
。
88
年
に

仕
事
の
関
係
で
現
副
代
表
の
辻
橋
さ
ん
に
お

会
い
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
徐
々
に
ア

ウ
ト
ド
ア
派
に
シ
フ
ト
し
視
野
が
広
が
り
は

じ
め
た
。
辻
橋
さ
ん
か
ら
山
の
話
を
伺
っ
て

い
る
と
、
自
然
科
学
系
の
好
奇
心
が
ム
ク
ム

ク
。
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
簡
単
な
用

具
か
ら
揃
え
、
丹
沢
や
中
央
線
沿
線
の
低
山

に
誘
っ
て
い
た
だ
き
山
登
り
に
入
門
し
た
。

が
、
し
ば
ら
く
し
て
生
意
気
に
も
辻
橋
師

匠
に
も
う
少
し
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
山
っ
ぽ
い

と
こ
ろ
？

に
行
き
た
い
と
お
ね
だ
り
し
、

00
年
頃
に
は
長
野
方
面
の
個
人
山
行
が
中

心
と
な
り
、
こ
の
頃
か
ら
笑
い
話
や
失
敗
談

が
増
え
て
く
る
。

黒
斑
山
で
は
霧
の
中
で
電
車
が
鉄
橋
を
渡

る
よ
う
な
音
が
し
ば
し
ば
聞
こ
え
、
「
電
車

の
音
が
す
ぐ
下
に
聞
こ
え
る
」
と
い
っ
た
と

こ
ろ
大
笑
い
さ
れ
、
風
の
音
だ
と
ご
教
授
い

た
だ
く
。
細
か
い
雨
様
に
な
っ
て
も
平
地
の

つ
も
り
で
レ
イ
ン
ウ
ェ
ア
を
着
用
せ
ず
、
い

ざ
着
替
え
よ
う
と
し
た
ら
寒
さ
で
指
が
動
か

ず
、
師
匠
に
着
替
え
の
面
倒
を
見
て
い
た
だ

い
た
。
勿
論
そ
の
後
お
説
教
と
い
う
形
で
、

ご
指
導
を
あ
り
が
た
く
い
た
だ
い
た
。

瑞
牆
山
で
は
前
泊
し
、
同
室
に
な
っ
た
方

た
ち
と
意
気
投
合
し
飲
み
す
ぎ
、
翌
日
は
二

日
酔
い
。
ど
う
に
か
頂
上
を
目
指
し
て
い
る

と
、
一
緒
に
飲
ん
だ
方
た
ち
が
も
う
下
山
し

て
き
た
。
あ
れ
ほ
ど
恥
ず
か
し
さ
と
二
日
酔

い
で
帰
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

燕
岳
で
は
夜
行
列
車
を
初
体
験
。
連
休
で

小
屋
が
人
・
人
・
人
で
あ
ふ
れ
、
床
に
も
人
・

人
・
人
。
寝
る
の
も
ト
イ
レ
に
行
く
の
も
一

苦
労
。
で
も
コ
マ
ク
サ
を
見
て
、
運
よ
く
ラ

イ
チ
ョ
ウ
の
親
子
連
れ
を
間
近
で
見
る
こ
と

が
で
き
大
満
足
。

他
の
山
行
で
も
、
途
中
休
憩
で
ザ
ッ
ク
を

登
山
道
の
山
側
で
は
な
く
谷
側
へ
置
い
て
し

ま
い
、
ザ
ッ
ク
が
斜
面
を
飛
び
跳
ね
る
よ
う

に
滑
落
し
た
り
、
ス
テ
ン
レ
ス
ボ
ト
ル
の
蓋

が
い
つ
の
間
に
か
開
い
て
い
て
、
ザ
ッ
ク
が

ビ
シ
ョ
ビ
シ
ョ
、
花
や
昆
虫
、
景
色
に
気
を

取
ら
れ
、
地
上
に
出
て
い
る
木
の
根
に
つ
ま

ず
い
て
転
ん
で
し
ま
う
等
々
、
失
敗
談
は
登
っ

た
山
の
数
以
上
に
あ
る
。

そ
の
後
、
転
勤
や
大
病
へ
の
罹
患
。
入
院
・

通
院
治
療
な
ど
、
忙
し
い
生
活
を
送
っ
た
が
、

病
後
は
大
き
く
落
ち
た
体
力
に
合
わ
せ
ゆ
っ

た
り
し
た
山
行
が
主
と
な
り
、
ま
た
、
治
療

の
過
程
で
唾
液
が
出
な
く
な
っ
て
お
り
口
が

カ
ラ
カ
ラ
と
な
る
の
で
、
多
く
の
水
を
携
帯

し
、
常
に
水
分
補
給
。
重
量
は
か
な
り
の
負

担
と
な
っ
た
。

東
京
へ
戻
っ
た
後
、
14
年
4
月
に
正
式

に
山
岳
会
・
山
遊
会
の
会
員
と
な
る
。
入
会

当
初
は
、
体
調
と
相
談
し
な
が
ら
集
会
も
山

行
も
あ
ま
り
参
加
で
き
ず
、
16
年
こ
ろ
か

ら
徐
々
に
参
加
を
増
や
し
た
。
い
ざ
山
行
に

参
加
す
る
と
、
皆
さ
ん
の
歩
行
に
驚
い
た
。

平
坦
・
急
登
も
ペ
ー
ス
が
変
わ
ら
な
い
、
ゆ
っ

く
り
歩
い
て
い
る
よ
う
で
ペ
ー
ス
は
早
い
。

水
分
補
給
や
植
物
・
昆
虫
等
の
撮
影
を
し
て

い
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
置
い
て
い
か
れ

小
走
り
に
な
り
、
イ
ー
ブ
ン
ペ
ー
ス
に
は
程

遠
い
状
況
だ
っ
た
。

入
会
7
年
目
、
経
験
・
技
術
・
知
識
の

な
さ
を
痛
感
し
な
が
ら
も
、
自
分
に
と
っ
て

の
山
行
は
、
標
高
の
高
さ
よ
り
も
花
や
鳥
・

昆
虫
な
ど
自
然
を
愛
で
な
が
ら
、
景
色
を
楽

し
む
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

初
心
者
に
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
辻
橋
さ

ん
、
素
人
新
入
会
員
を
ご
指
導
い
た
だ
い
た

山
遊
会
先
輩
諸
氏
に
感
謝
し
つ
つ
、
皆
さ
ん

に
ご
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
、
今
後
も
山
行

を
楽
し
み
た
い
。
加
え
て
ど
ん
な
低
山
で
も

事
故
が
起
き
る
可
能
性
は
排
除
で
き
な
い
の

で
、
自
分
の
経
験
し
た
様
々
な
事
象
を
、
こ

れ
か
ら
の
新
入
会
員
に
丁
寧
に
伝
え
て
い
き

た
い
と
思
う
。

山遊会だより 2021年（令和3年）5月27日( 1 )

＊

巻
頭
言
＊

わ
た
し
の
山
始
め山

遊
会

中
臺

文
夫

定例会予定
2021年 5月27日（木） 6月24日（木）

7月22日（木） 8月26日（木）
9月30日（木） 10月28日（木）
11月25日（木） 12月16日（木）

2022年 1月27日（木） 2月24日（木）
3月24日（木） 4月28日（木）

⇒ 18：45 ルーム104号室(Zoom会議の場合は20：00）
(原則毎月第4週木曜日に開催）

☆山遊会ホームページ
http://www.jac.or.jp/info/doukoukai/sanyukaihp/index.html31



3
月
の
定
例
山
行
以
来
、

4
ヶ
月
振
り

と
な
る
足
慣
ら
し
山
行
と
し
て
、
低
山
な
が

ら
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
多
い
歩
き
が
い
の
あ
る

「
草
戸
山
」
を
選
ん
だ
。

梅
雨
明
け
前
の
た
め
、
当
日

の
天
気
が
気
掛
か
り
だ
っ
た
が
、

ま
あ
ま
あ
の
予
報
で
一
安
心
。

高
尾
山
口
改
札
前
に
、
4
ヶ

月
振
り
の
笑
顔
の
仲
間

7
人
の

顔
が
そ
ろ
っ
た
。
久
々
に
加
藤

さ
ん
も
参
加
さ
れ
る
。

駅
か
ら

5
分
ほ
ど
の
民
家
の
脇
に
あ
る

登
山
道
か
ら
出
発
、
久
し
ぶ
り
の
程
々
の
登

り
坂
に
、
息
が
上
が
る
。

15
分
ほ
ど
で
四

つ
じ
着
。
早
め
の
水
分
補
給
。
こ
ん
も
り
し

た
樹
林
の
中
、
細
か
い
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
繰

り
返
し
な
が
ら
進
む
。
曇
り
空
の
中
、
風
も

無
く
暑
い
。
鉄
塔
を
す
ぎ
ひ
と
登
り

右
に

大
き
く
カ
ー
ブ
す
る
辺
り
か
ら
左
手
は
拓
殖

大
学
の
校
地
か
演
習
林
か
？
鉄
条
網
が
張
り

巡
ら
せ
て
あ
り
、
延
々
草
戸
峠
ま
で
続
い
て

い
た
。
樹
木
の
幹
に
あ
た
る
と
こ
ろ
は
保
護

カ
バ
ー
が
か
け
ら
れ
て
い
た
。
野
鳥
の
鳴
き

声
の
多
い
中
、
時
折
「
ヒ
ュ
ー
」
と
音
が
響

き
、
渡
辺
さ
ん
、
江
村
さ
ん
が
「
鹿
の
声
だ

ね
～
」
と
。
草
戸
峠
か
ら
は
正
面
に
高
尾
山

の
全
貌
が
見
渡
せ
る
。
オ
カ
ト
ラ
ノ
オ
が
沢

山
咲
い
て
い
た
。

大
休
止
の
後
ひ
と
登
り
で
草
戸
山
着
。

山遊会だより 2021年（令和3年）5月27日( 2 )

7
月
山
行
・
草
戸
山

日程：2020年7月11日（土）
目的地：高尾 草戸山

コース：高尾山口9:05⇒四辻9:20～9:25⇒鉄塔10:00⇒草戸峠10:45～10:55⇒草戸山

(松見平休憩所)11:10～11:20⇒ふれあい休憩所(昼食)11:40～12:50⇒城山湖分岐13:00

⇒三沢峠(分岐)13:05⇒グリーンセンター13:27⇒福寿園13:52⇒梅の木平(国道20号線)

14:04⇒高尾599ミュージアム14:24

参加者：渡辺、大西、古閑、江村、加藤、辻橋、中臺（7名）

係り：辻橋

記録：文/辻橋 GPS/渡辺 写真/辻橋、加藤、中臺 花合わせ/江村

GPS軌跡図

高尾山口駅改札前に集合

ちょっとうす暗い登山道を出発

大きなヤマユリのお出迎え

オオバギボウシの花アップ 蒸し暑い！

休
止
後
久
々
の

リ
ハ
ビ
リ
山
行

辻
橋

明
子



「
松
見
平
休
憩
所
」
と
あ
り
立
派
な
展
望
台

が
建
っ
て
い
る
。
山
頂
の
す
み
に[

草
戸
山

364
m]
の
標
識
が
影
薄
く
立
っ
て
い
た
。
歩

い
て
来
た
登
山
道
に
は
見
事
な
キ
ノ
コ
類
が

沢
山
あ
り
、
皆
、
美
味
し
そ
う
に
見
え
る
。

こ
の
辺
り
か
ら
は
、
城
山
湖
か
ら
の
風
の
通

り
道
が
あ
る
の
か
時
折
涼
や
か
な
風
を
感
じ

る
。
草
戸
山
か
ら
は
長
い
階
段
を
三
本
ほ
ど

登
る
と
、
本
日
の
最
高
峰
「
ふ
れ
あ
い
休
憩

所
」
の
あ
ず
ま
屋
に
着
く
。
眼
下
に
城
山
湖

の
ブ
ル
ー
の
湖
面
が
見
渡
せ
る
。

東
屋
に
3
人
、
外
の
テ
ー
ブ
ル
に
4
人
。

わ
ず
か
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ス
タ
ン
ス
を
守
っ

て
昼
食
と
す
る
。
久
し
ぶ
り
の
山
行
で
「
皆

で
鍋
を
囲
ん
で
」
の
お
楽
し
み
は
今
回
、
無

し
に
し
た
。
お
互
い
の
持
参
飲
食
の
や
り
取

り
も
遠
慮
し
な
が
ら
の
昼
食
と
な
る
。

ラ
ン
チ
が
終
わ
り
に
な
る
頃
、
雲
行
き
が

怪
し
く
な
り
雨
が
ふ
り
は
じ
め
る
。
自
称

(

晴
れ
女)

と
し
て
は
、
空
を
仰
い
で
「
や

ん
で
よ
～
」
と
お
願
い
。

10
分
ほ
ど
で
小

雨
に
。
ザ
ッ
ク
カ
バ
ー
を
か
け
、
歩
き
始
め

る
と
雨
は
止
ん
で
い
た
。
こ
の
後
も
、
時
々

小
雨
模
様
に
な
る
が
樹
林
の
中
の
小
雨
は
木
々

が
止
め
て
く
れ
て
、
傘
を
差
す
こ
と
は
い
ち

ど
も
な
か
っ
た
。
下
り
一
方
の
下
山
道
は
幅

広
の
歩
き
良
い
道
が
続

き
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

か
ら
梅
の
木
平
経
由
高

尾

599
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

に
は
、
予
定
よ
り
30
分
ほ
ど

早
く
帰
着
出
来
た
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
ひ
と
休

み
中
、
渡
辺
、
大
西
、
辻
橋

の
三
役
で
臨
時
世
話
役
会
議

を
開
催
し
、
懸
案
の
「
山
行

費
の
徴
収
」
に
つ
い
て
打
ち

合
わ
せ
を
す
る
。
当
初
の
予
定
額
は
積
み
立

て
た
の
で
徴
収
は
無
し
に

?

係
の
手
当

て
￥

500
は
必
要
で
は

?

話
し
会
っ
た
結

果
、
今
回
の
山
行
か
ら
山
行
費
徴
収
金
額
は

￥
100
と
す
る
こ
と
に
。

温
泉
組
、
軽
く
一
献
組
と
に
分
か
れ
、
こ

こ
で
解
散
と
す
る
。
隣
り
の
高
尾
山
と
違

い
、
山
中
、
行
き
あ
っ
た
登
山
者
の
数
も

少
な
く
静
か
な
良
い
山
行
が
出
来
た
。

花
合
わ
せ

（
江
村
さ
ん
よ
り
）

ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
、
ヤ
マ

ユ
リ
、
オ
オ
バ
ギ
ボ

ウ
シ
、
ヘ
ビ
イ
チ
ゴ

（
実
）
、
リ
ュ
ウ
ノ

ヒ
ゲ
（
ジ
ャ
ノ
ヒ
ゲ
）
、

オ
カ
ト
ラ
ノ
オ
、
ヒ

メ
ト
ラ
ノ
オ
、
ネ
ム

ノ
ハ
ナ
、
ミ
ツ
モ
ト

ソ
ウ
、
ハ
エ
ド
ク
ソ

ウ
、
ヤ
ブ
カ
ン
ゾ
ウ

山遊会だより 2021年（令和3年）5月27日( 3 )

こまめに水分補給

オオバギボウシの花茎と蕾 ダウン･･･ロープが張られていた

見にくいですがヤブコウジの花

オカトラノオ

相変わらず身軽な大西さん

キノコ No.1

草戸山頂上のゴンズイ？

鉄条網の保護カバー

どこかの山行と同じ構図？ 立派な松見平休憩所

ランチ前の上り急階段 城山湖

599ミュージアムで

キノコ No.2

人の顔が？(辻橋さん提供)

影の薄い草戸山標識



6
月
、
辻
橋
さ
ん
よ
り
8
月
山
行
係
の

声
が
掛
り
、
当
初
、
沢
を
予
定
し
渡
辺
代
表

に
「
小
菅
沢
に
」
と
相
談
を
持
ち
掛
け
た
の

で
す
が
、
よ
く
よ
く
考
え
る
と
ヨ
モ
ヤ
、
沢

を
登
れ
る
体
力
が
残
っ
て
な
い
の
を
自
覚
。

個
人
で
乗
鞍
岳
を
予
定
し
て
い
た
の
で
、
辻

橋
さ
ん
に
泊
ま
り
山
行
で
乗
鞍
を
提
案
。
コ

ロ
ナ
騒
ぎ
の
中
で
躊
躇
し
た
が
思
い
切
っ
て

相
談
、
「
い
い
じ
ゃ
な
い
」
と
お
っ
し
ゃ
ら

れ
た
の
で
宿
に
連
絡
。
「
今
な
ら
空
い
て
る

し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
守
っ
て
少

人
数
な
ら
大
丈
夫
！
」
と
言
わ
れ
た
の
で
、

予
約
を
入
れ
た
。

8
月
8
日
（
土
）

7
月
は
、
梅
雨
の
長
雨
と
寒

暖
の
差
が
激
し
か
っ

た
。

8
月
に
入
り
晴

れ
間
が
戻
り
、
無
事

に
山
行
を
迎
え
る
事

に
。
長
雨
の
間
は
う

す
寒
く
、
晴
れ
た
途

端
に
猛
暑
。
皆
さ
ん
幸
い
に
体
調
を
崩
さ
れ

る
こ
と
な
く
久
々
の
顔
合
わ
せ
。
あ
ず
さ
、

松
本
電
鉄
、
ア
ル
ピ
コ
バ
ス
に
乗
り
替
え
、

す
べ
て
の
乗
り
物
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
を
守
り
、
安
心
で
き
る
旅
に
な
っ
た
。

鈴
蘭
バ
ス
停
下
車
、
宿
に
着
き
打
合
せ
。

バ
ス
は
コ
ロ
ナ
禍
の
為
時
間
の
変
更
が
あ
る

と
聞
い
て
い
た
の
で
、
宿
の
御
主
人
に
確
認

し
明
日
の
出
発
予
定
・
行
動
を
決
め
る
。
話

が
落
ち
着
い
た
と
こ
ろ
で
、
湯
の
花
が
浴
槽

の
底
に
た
ま
る
ほ
ど
の
乳
白
色
温
泉
に
浸
り

満
足
。
美
味
し
い
夕
食
に
も
大
満
足
。
食
後

は
男
性
の
部
屋
に
集
ま
り
美
酒
に
舌
鼓
。
そ

の
後
、
各
自
部
屋
に
戻
り
就
寝
。

8
月
9
日
（
日
）

予
定
通
り
、
宿
近
く
の
観
光
セ
ン
タ
ー

9
時
出
発
の
バ
ス
に
乗
る
。
思
い
の
ほ
か

登
山

、

夏
ス
キ
ー

を
楽
し
む
乗
客
も
多
か
っ
た
。
バ
ス
も
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
守
り
二
人
座
席
に

一
人
。
そ
の
為
、
乗
鞍
行
き
の
バ
ス
は

3

台
が
連
な
っ
て
登
っ
て
行
く
。
バ
ス
は

45

分
程
で
畳
平
に
到
着
し
た
が
、
濃
霧
。
バ
ス

の
ガ
イ
ド
が
バ
ス
に
近
寄
ら
な
い
様
に
と
ア

ナ
ウ
ン
ス
。
実
は
霧
が
濃
く
て
バ
ス
の
運
転

手
か
ら
は
歩
行
者
の
姿
は
見
え
な
い
と
言
う

事
な
の
で
す
。

濃
霧
の
為
、
休
憩
所
で
し

ば
し
留
ま
る
が
登
山
は
絶
望
。
そ
こ
へ
江
村

さ
ん
が
情
報
を
仕
入
れ
て
来
る
。
高
山
植
物

の
ガ
イ
ド
を
無
料
で
案
内
し
て
く
れ
る
と
の

こ
と
。
早
速

11
時
か
ら
の
ガ
イ
ド
を
予
約

す
る
。

11
時
、
ガ
イ
ド
さ
ん
の
声
が
掛
り

「
寒
い
の
で
40
分
で
戻
り
ま
す
」
と
、
我
々

も
寒
さ
対
策
を
万
全
に
し
て
出
発
。
バ
ス
の

駐
車
場
を
横
断
、
霧
も
凄
い
が
風
も
強
く
ガ

イ
ド
さ
ん
の
声
も
聞
き
取
れ
な
い
（
ミ
ヤ
マ

ダ
イ
コ
ン
ソ
ウ
・
ウ
サ
ギ
ギ
ク
・
ミ
ヤ
マ
ア

キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ
・
シ
ナ
ノ
オ
ト
ギ
リ
ソ
ウ
・

ハ
ク
サ
ン
イ
チ
ゲ
・
コ
メ
バ
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
・

ハ
ク
サ
ン
ボ
ウ
フ
ウ
・
イ
ワ
ウ
メ
・
ハ
ク
サ

ン
チ
ド
リ
等
々
65
種
あ
る
と
か
）
。

山遊会だより 2021年（令和3年）5月27日( 4 )

お待ちかねの夕食 宿へ到着

新島々駅発乗鞍高原線バス

日程：2020年8月8日（土）～10日（月)

目的地：乗鞍高原と3000Mの山を楽しむ

コース：8月8日（土）

新宿10:00発⇒(あずさ13号)⇒松本駅12:36着 13:29

発⇒(松本電鉄上高地線)⇒新島々着13:59 新島々バス

ターミナル14:10発⇒(乗鞍高原線バス)⇒鈴蘭バス停15

:00着 宿:金山ヒュッテ泊

8月9日（日）

宿8:40出発⇒乗鞍高原観光センター9:00発⇒(乗鞍行

きバス)⇒畳平9:45着⇒ガイドとともに畳平周辺の高山

植物を観察(11:00～12:08)【畳平観光センター内にて

昼食】畳平13:05発⇒(観光センター行バス)⇒乗鞍高原

観光センター14:45着 近くのお土産屋散策後宿へ

8月10日（月）

宿9:00出発⇒(宿の車)⇒乗鞍高原休暇村牛留池⇒善

五郎の滝⇒観光センター周遊散策 観光センター11：30

着⇒宿(一部入浴) 鈴蘭バス停12：13発⇒(バス)⇒新島々

駅⇒(松本電鉄上高地線)⇒松本

参加者：江村、染谷、辻橋、松島、中臺、古閑（6名）

係り：古閑

記録：文/古閑 写真/辻橋・中臺

8
月
山
行
・
乗
鞍
高
原

山
と
高
山
植
物
、温
泉
と

食
、森
林
浴
を
満
喫

古
閑

栄
子松本電鉄上高地線

標高2,716mバス停(車道日本最高所) ガイドさんを先頭に出発する

クロユリ

が、強風！！

さらに霧が！！

コマクサ



岐
阜
と
の
境
を
案
内
さ
れ
る
時
に
は
耐
風

訓
練
し
て
る
の
か
と
思
わ
れ
る
程
の
風
の
強

さ
。
し
か
し
、
そ
の
風
の
お
蔭
で
霧
に
切
れ

間
が
出
来
、
一
瞬
で
は
あ
る
が
鶴
ヶ
池
や
不

消
ヶ
池
が
姿
を
現
し
皆
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
。

高
山
植
物
を
案
内
し
て
く
だ
さ
る
声
は
聞
き

取
れ
な
か
っ
た
が
、
様
々
な
花
を
見
る
こ
と

が
出
来
た
。
乗
鞍
岳
の
山
頂
を
踏
む
こ
と
は

断
念
。

し
か
し
、

普
段
味
わ
う
事
の
無
い
瞬
間
、
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
せ
た
事
は
良
か
っ
た
と
感
じ
る
。

館
内
に
戻
る
。
ダ
ウ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
羽
織
っ

て
る
人
、
薄
着
で
来
て
「
山
を
舐
め
て
た
」

な
ん
て
言
う
人
。
こ
の
時
期
各
所
で
配
ら
れ

て
い
る
ク
ー
ポ
ン
券
、
ご
多
分
に
漏
れ
ず
こ

の
地
で
も
配
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
ク
ー
ポ
ン

券
を
利
用
し
食
券
を
購
入
、
2
階
席
で
ゆ
っ

く
り
昼
食
（
ク
ー
ポ
ン
券
は
バ
ス
の
切
符
を

買
う
と
き
に
配
ら
れ
た
）
。

13:05
発
、
観
光

セ
ン
タ
ー
行
き
の
バ
ス
に
乗
り
込
み
下
山
。

降
り
る
と
、
あ
の
風
と
霧
は
嘘
の
よ
う
に
、

太
陽
は
カ
ン
カ
ン
照
り
。
観
光
セ
ン
タ
ー
で

日
陰
を
探
し
ビ
ー
ル
休
憩
。
そ
の
後
、
近
く

の
お
土
産
セ
ン
タ
ー
に
立
ち
寄
り
ご
当
地
の

物
産
を
巡
る
。
気
温
20
℃
。

宿
に
戻
り
、
温
泉
に
入
り
、
日
頃
味
わ
え

な
い
ゆ
っ
た
り
と
し
た
至
福
の
時
間
を
過
ご

す
。
一
日
目
の
夕
食
で
品
数
が
多
く
美
味
し

か
っ
た
の
で
、
二
日
目
の
夕
食
も
楽
し
み
だ
っ

た
の
で
す
が
や
は
り
品
数
も
多
く
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
美
味
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。
食
後
、
男
性
部

屋
に
集
合
、
明
日
の
相
談
。
宿
の
御

主
人
に
も
相
談
。
乗
鞍
散
策
ガ
イ
ド

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
ら
「
Ｅ
コ
ー
ス
。

善
五
郎
の
滝
・
牛
留
池
コ
ー
ス
」
を

勧
め
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
決
定
。

8
月
10
日
（
月
）

朝
も
盛
り
だ
く
さ
ん
の
食
事
を
頂
く
（
朝

は
ジ
ュ
ー

ス
、
夜
は

食
前
酒
が

つ
い
て
い

る
）
。
玄

関
前

9
時
集
合
、
忙
し
い
と
こ
ろ
宿
の
御

主
人
が
Ｅ
コ
ー
ス
の
入
り
口
ま
で
、
全
員
を

送
っ
て
下
さ
る
。
案
内
図
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
見
な
が
ら
牛
留
池
、
そ
れ
に
豪
快
な
善
五

郎
の
滝
を
見
る
。
涼
し
す
ぎ
る
位
の
森
林
を

ゆ
っ
く
り
歩
き
、
木
陰
で
休
憩
し
、
自
然
を

満
喫
。
歩
く
こ
と

2
時
間
弱
。
観
光
セ
ン

タ
ー
前
に
出
て
森
林

浴
は
終
わ
り
。

宿
に
戻
り
、
温
泉

に
入
る
人
、
飲
み
物
、

ビ
ー
ル
を
嗜
む
人
、

各
人
が
の
ん
び
り
バ

ス
の
時
間
ま
で
休
ま

せ
て
頂
く
。
宿
に
別

れ
を
告
げ
、
鈴
蘭
バ

ス
停
か
ら
新
島
々
へ

直
行
、
新
島
々
に
到

着
後
は
気
温
が
上
が

り
汗
が
に
じ
ん
で
き

た
。
コ
ロ
ナ
を
忘
れ
、

暑
さ
を
忘
れ
る
涼
し

い
三
日
間
で
し
た
。

山遊会だより 2021年（令和3年）5月27日( 5 )

高山植物その2 色とりどりの高山植物 綿毛になったチングルマ

畳平バスターミナルで記念撮影

キバナノヤマオダマキ

今日も豪華な夕食

夏らしいいい天気に

夕食前の至福の時

お花畑

のんびり散策

お土産センターからの大雪渓

牛留池近くの奇木

旧島々駅舎がありました

観光センターで一息

宿の皆さんと集合写真

牛留池からの眺望

善五郎の滝で記念撮影



新
宿
駅
か
ら
の

JR
ホ
リ
デ
ー
快
速
お
く

た
ま

3
号
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

外
出
自
粛
の
な
か
に
あ
っ
て
、
長
雨
が
続
い

た
後
の
秋
晴
と
あ
っ
て
か
、
予
想
も
し
な
か
っ

た
大
勢
の
乗
客
で
満
員
状
態
。
出
発
地

点
の
御
嶽
駅
か
ら
次
々
と
降
り
立
っ
た

山
行
き
ら
し
き
人
々
を
見
て
、
自
分
も

そ
の
中
の
一
人
で
は
あ
る
け
れ
ど

ウ

ウ
ー
ン
と
思
い
つ
つ
も
、
渡
辺
さ
ん
の

こ
と
だ
か
ら
多
分
と
い
う
予
測
は
的
中
、

向
か
っ
た
登
山
口
は
私
達
三
人
だ
け
。

9
時
30
分
、
「
こ
れ
か
ら
急
登
が
30
分

ほ
ど
続
き
ま
す
」
と
い
う
声
に
、
身
を
引
き

締
め
て
、
三
つ
の
鉄
塔
を
超
え
尾
根
道
が
見

え
て
き
た
と
こ
ろ
で
一
休
み
。
道
の
両
側
は

植
林
杉
林
で
、
進
行
方
向
右
側
は
間
伐
さ
れ

た
長
さ

3m
程
の
細
い
丸
太
が
斜
面
を
覆
い

つ
く
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
光
を
遮
っ
て
い

る
の
だ
か
ら
、
植
林
を
始
め
た
当
時
の

木
材
不
足
に
対
す
る
逼
迫
し
た
様
子
が

見
て
取
れ
る
よ
う
に
思
え
た
。
こ
の
コ
ー

ス
の
目
安
の
一
つ
、
杉
の
大
木
が
見
え
て
く

る
。
傍
ら
に
は
小
さ
な
祠
も
あ
る
。
「
樹
齢

は

200
年
、
そ
れ
と
も

300
年
位
か
な
」
先
ほ

ど
間
伐
材
の
年
輪
を
指
で
数
え
て
い
た
渡
辺

さ
ん
が
言
う
。
先
日
、
ス
ペ
イ
ン
の
友
人
が
、

大
木
の
写
真
を
送
っ
て
く
れ
た
が
、
日
本
に

限
ら
ず
、
ど
こ
の
国
の
人
も
人
間
の
一
生
よ

り
長
い
間
存
在

し
続
け
て
い
る

生
命
に
は
畏
敬

の
念
を
抱
く
も

の
だ
と
思
う
。

急
登
の
後
の

山
道
は
粘
土
質

の
赤
茶
色
の
土
も
あ
れ
ば
、

少
し
青
み
か
か
っ
た
裂
石
に
覆
わ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
僅
か
に
差

し
込
む
光
に
向
い
て
真
っ
赤
な
実
を
つ
け
た

マ
ム
シ
草
に
目
が
止
ま
る
。

歩
き
始
め
て
約
2
時
間
、
11
時
20
分
、

第
一
目
的
地
の
惣
岳
山(

756
ｍ)

到
着
。

と
い
っ
て
も
渡
辺
さ
ん
と
小
松
さ
ん
の

お
二
人
が
遅
れ
て
到
着
し
た
私
を
待
っ

て
の
事
で
は
あ
る
け
れ
ど
。
薄
暗
い
杉

の
植
林
地
帯
の
中
で
歩
を
進
め
る
先
に
、

突
然
、
思
い

も
よ
ら
ぬ
明

る
さ
が
現
れ

る
。
右
側
の

足
元
の
急
斜

面
か
ら
始
ま
っ

て
東
南
方
向

に
、
相
当
に

山遊会だより 2021年（令和3年）5月27日( 6 )

秋
の
奥
多
摩
定
番
コ
ー
ス

大
野

和
子

10
月
山
行
・
高
水
三
山

日程：2020年10月25日（日)

目的地：奥多摩 高水三山

コース：御嶽駅駅9:20⇒(1:50)⇒惣岳山(756m)

11:15～20⇒(0:55)⇒岩茸石山(昼食)12:15～12

:55⇒(0:40)⇒高水山13:25～13:30(1:15)⇒高

源寺⇒(0:30)⇒軍畑駅15：15> 歩程：9.9㎞

参加者：大野、小松、渡辺（3名）

係り：渡辺

記録：文/大野 GPS/渡辺 写真/大野・渡辺

両側杉植林の尾根道

杉の大木

マムシ草

稜線を見せる山並み

杉の巨木前で

三本大杉の尾根道

GPS軌跡図

逆光に浮かび上がる渡辺さんと小松さんスカイツリー

斜面を覆いつくす間伐材

惣岳山山頂

アキノキリンソウ

岩茸石山山頂



大
規
模
な
伐
採
が
行
わ
れ
て
い
た
た
め
だ
っ

た
。
遅
れ
て
歩
く
私
の
視
界
の
先
に
、
逆
光

を
受
け
た
二
人
の
姿
が
見
え
た
。
「
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
が
見
え
る
、
そ
の
隣
に
見
え
る
の
は

杉
林
な
ら
ぬ
ビ
ル
群
」
小
松
さ
ん
が
指
し
な

が
ら
言
う
声
が
聞
こ
え
る
。
し
ば
ら
く
の
間
、

私
達
は
そ
の
光
景
に
見
入
っ
た
。
伐
採
さ
れ

た
山
肌
は
地
図
の
等
高
線
を
見
て
い
る
よ
う

だ
。
そ

し
て
少

し
薄
緑
の
草
に
覆
わ
れ
た
そ
の
地
形
は
私
に

は
国
宝
「
日
月
山
水
図
」
の
山
並
み
を
思
い

出
さ
せ
も
し
た
。

惣
岳
山
を
後
に
し
、
途
中
の
岩
山
の
登
降

り
で
は
気
を
締
め
、
岩
茸
石
山
を
目
に
し
た

こ
ろ
に
は
空
腹
を
感
じ
る
余
裕
も
出
て
、
少

し
色
づ
き
始
め
た
落
葉
樹
の
中
に
赤
い
ナ
ナ

カ
マ
ド
の
紅
葉
や
秋
の
麒
麟
草
な
ど
を
認
め

な
が
ら
、
50
分
程
か
け
て
、
12
時
20
分
に

高
水
三
山
の
最
高
峰
岩
茸
石
山(

793
ｍ)

に

到
着
。
途
中
、
渡

辺
さ
ん
の
「
上
は

ど
う
で
す
か
」
の

問
い
に
「
人
で
一

杯
で
す
」
の
下
山

者
の
返
答
の
通
り
、

子
供
連
れ
、
先
生

に
引
率
さ
れ
た
中

学
生
、
外
国
語
で

話
す
人
た
ち
等
々
、

頂
上
は
昼
食
を
取

る
人
達
で
一
杯
。

で
も
、
み
ん
な
、

な
ん
だ
か
楽
し
そ

う
。
皆
、
久
し
ぶ

り
に
木
々

に

包

ま

れ

た

自

然

の

中

で

、

人

間

ら

し

さ
を
再
確
認
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
も
思
え

る
。
東
北
東
方
向
に
筑
波
山
、
東
南
東
に
東

京
を
見
下
ろ
し
な
が
ら
私
達
も
昼
食
、
渡
辺

さ
ん
手
作
り
の
シ
ソ
の
実
漬
け
と
酢
醤
油
漬

け
し
た
栃
木
の
青
唐
辛
子
を
い
た
だ
く
、
実

は
わ
た
し
は
次
の
日
早
速
、
青
唐
辛
子
の
酢

醤
油
漬
け
を
実
行
。

充
分
休
息
し
、
第
三
の
目
的
地
、
高
水
山

(

755
ｍ)

に
13
時
30
分
到
着
。
高
水
山
を
少

し
下
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
真
言
宗
高
水
山
常

福
院
の
群
青
色
を
残
す
不
動
院
の
彫
刻
や
扁

額
を
見
て
、
や
れ
や
れ
と
思
っ
て
い
る
と

「
こ
れ
か
ら
が
長
く
て
、
き
つ
い
ん
で
す
」

と
い
う
渡
辺
さ
ん
の
声
で
、
左
に
折
れ
て
沢

沿
い
に
。
夏
の
大
雨
で
荒
れ
模
様
の
沢
道
、

段
差
が

45
cm
以
上
ほ
ど
も
あ
る
木
杭
階
段

で
へ
と
へ
と
、
加
え
て
平
溝
川
と
の
合
流
地

点
に
あ
る
高
源
寺
手
前
の
急
坂
降
り
で
私
の

体
は
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
の
よ
う
。
平
溝
川
沿
い

の
車
道
を
下
り
、
急
坂
を
登
り
、
つ
い
に
終

着
地
の
軍
畑
駅
に
到
着
。

予
定
し
て
い
た
河
辺
温
泉
梅
の
湯
は
今
日

の
人
込
み
を
考
え
て
パ
ス
し
、
拝
島
駅
で
降

り
、

4
時
か
ら
営
業
し
て
い
る
店
を
偶
然

見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
、
入
店
。
「
あ
あ
ー
、

う
ま
い
」
の
お
二
人
の
様
子
に
つ
ら
れ
、
普

段
は
飲
ま
な
い
私
も
ジ
ョ
ッ
キ
半
分
程
飲
む
。

確
か
に
旨
い
。
店
を
出
る
と
短
い
商
店
街
に

挟
ま
れ
た
道
路
の
先
の
夜
空
に
、
半
月
が
輝

い
て
い
た
。

山
行
前
夜
、
係
の
大
西
さ
ん
か
ら
、
渡
辺
・

辻
橋
両
氏
に
電
話
す
る
も
つ
な
が
ら
な
い
の

で
と
電
話
が
あ
っ
た
。
「
夕
方
か
ら
微
熱
が

出
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
で
あ
る
の
で
山
行

参
加
は
自
重
す
る
」
と
の
ご
連
絡
を
い
た
だ

く
。
微
熱
が
単
純
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
祈

り
つ
つ
、
一
年
ぶ
り
な
の
で
地
形
図
に
磁
北

線
を
追
加
で
書
き
入
れ
コ
ン
パ
ス
の
使
い
方

を
一
夜
漬
け
で
予
習
し
た
。
北
向
地
蔵
読
図

山
行
は
15
年
1
月
に
今
回
と
は
逆
の
東
吾

野
駅→

ユ
ガ
テ→

北
向
地
蔵→

武
蔵
横
手
駅

の
コ
ー
ス
で
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

ど
ん
な
コ
ー
ス
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
？
。

先
生
の
い
な
い
読
図
山
行
に
緊
張
。

18
年

11
月
の
天
覚
山
読
図
山
行
以
来
の

武
蔵
横
手
駅
。

9
時

30
分
到
着
の
電
車
で

参
加

4
人
が
集
合
。
駅
前
で
他
の
グ
ル
ー

プ
が
ボ
ー
ド
を
掲
げ
山
行
の
参
加
受
付
を
し

て
お
り
、
我
々
も
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー

だ
と
勘
違
い
を
し
て
こ
ち
ら
を
気
に
し
て
い

る
様
子
な
の
で
、
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
朝

の
挨
拶
も
そ
こ
そ
こ
に
早
速
出
発
。
駅
か
ら

天
覚
山
読
図
と
同
じ
コ
ー
ス
を
歩
き
始
め

200
ｍ
で
い
よ
い
よ
今
回
の
コ
ー
ス
へ
と
分

岐
す
る
。
分
岐
し
て
す
ぐ
に
大
西
さ
ん
か
ら

電
話
が
入
る
。
「
ポ
イ
ン
ト
T1
か
ら
T2
へ

の
コ
ー
ス
に
つ
い
て
、
長
念
寺
の
墓
地
を
突
っ

切
り
細
い
道
へ
出
る
よ
う
に
」
と
ア
ド
バ
イ

山遊会だより 2021年（令和3年）5月27日( 7 )

御岳山・御前山遠望

高水山山頂

朴の枯葉が山の斜面を覆っている

高水山常福院

岩茸石山山頂付近の色づき

なめこ販売、天然か否か

11
月
山
行
・
読
図
山
行
・
北
向
地
蔵

先
生
不
在
の
地
図
読
み
山
行

中
臺

文
夫

ポイントとGPS軌跡図



ス
を
い
た
だ
く
。
あ
っ
と
い
う
間
に

T1
ポ

イ
ン
ト
の
長
念
寺
へ
到
着
。

T2
ポ
イ
ン
ト

の
鉄
塔
は
す
ぐ
そ
こ
に
見
え
る
。
だ
が
、
大

西
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
従
い
墓
地
を
突
っ

切
っ
て
も
細
い
道
は
見
当
た
ら
な
い
。
墓
地

の
上
に
あ
る
栗
林
の
中
を
行
く
と
た
く
さ
ん

の
落
葉
に
隠
れ
た
細
い
道
発
見
。
も
し
栗
の

収
穫
時
期
だ
っ
た
ら
ド
ロ
ボ
ウ
と
間
違
え
ら

れ
そ
う
で
入
れ
な
か
っ
た
か
も
。

T2
鉄
塔
に
す
ぐ
に
到
着
。
こ
こ
か
ら
愛

宕
山
（
地
形
図
で
は
T3
）
へ
向
け
て
急
登
。

約

15
分
で
愛
宕
山
へ
、
そ
こ
か
ら
藪
の
中

を
下
り
地
形
図
に
は
な
い
水
晶
山
を
経
由
し

て
深
沢
山
へ
向
か
う
が
、
急
な
登
り
、
滑
り

や
す
い
土
と
落
葉
で
悪
戦
苦
闘
。
張
ら
れ
て

い
た
ロ
ー
プ
を
頼
り
に

30
分
か
け
や
っ
と

深
沢
山
の
頂
上
。
こ
こ
か
ら
は
植
林
さ
れ
た

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
林
の
中
や
、
植
林
と
雑
木
林

や
サ
カ
キ
の
林
の
間
を
尾

根
道
が
続
き
、
地
図
と
コ

ン
パ
ス
片
手
に
五
常
の
滝

付
近
の
T3
へ
向
け
気
持
ち

よ
く
順
調
に
歩
が
進
む
。

T3
を
経
由
し
て

T4
／
土

山
へ
向
か
う
が
順
調
す
ぎ

て
、
あ
る
い
は
大
西
先
生

の
仕
掛
け
た
罠
か
、

危
う
く
分
岐
を
見

落
と
し
そ
う
に
な

る
。
渡
辺
さ
ん
が

気
付
き
地
図
で
確

認
、
コ
ー
ス
修
正
。
沢
山
峠
か
ら

T4
／
土

山
へ
ま
た
も
や
急
登
。
そ
れ
に
し
て
も
楽
な

尾
根
道
歩
き
の
後
の
急
登
は
つ
ら
い
。

12
時
に
T4
／
土
山
へ
到
着
。
地
図
に

載
っ
て
い
る
割
に
は
ち
ょ
っ
と
寂
し

い
標
識
。
こ
の
あ
た
り
で
、
「
シ
ャ

リ
バ
テ
だ
」
、
「
お
な
か
が
す
い
た

ど
こ
で
昼
食
か
？
」
と
声
が
上
が
る

が
、
何
と
か
お
腹
を
な
だ
め
な
が
ら

T5
／
ユ
ガ
テ
分
岐
を
経
由
し
て
北
向

山遊会だより 2021年（令和3年）5月27日( 8 )

日程：2020年11月14日（土）

目的地：北向地蔵

コース：武蔵横手駅9：45⇒T1(長念寺)10：00⇒T2(栗林上の鉄塔)

10：10⇒T3(愛宕山)10：25⇒水晶山(250m)10：50⇒深沢山(350m)11：

20⇒T3(五常の滝そば)11：35⇒T4(土山：392m)12：00⇒T5(ユガテ

分岐)12：10⇒北向地蔵(昼食12：20～13：05)⇒観音ヶ岳(427m)13：

30⇒スカリ山(435m 13：40～50)⇒エビガ坂 14：10⇒ユガテ(14：

30～15：00)⇒橋本山(321m)15：25⇒分岐(福徳寺への分岐)15：40

⇒吾那神社16：10⇒T6(吾那神社下)16：15⇒東吾野駅 16：20

参加者：渡辺、辻橋、大野、中臺 (4名)

係り：中臺

記録：文／中臺 GPS／渡辺 写真／渡辺、辻橋、大野、中臺

Ｔ2の鉄塔はそこだが

いきなり急な登り

花の少ない季節のコウヤボウキ

水晶山頂上到着

愛宕山頂上

藪の中を行く

滑る急な登りに悪戦苦闘 深沢山を目指して地図読み きちんと地図読み

やっと深沢山頂上到着沢山峠 手作り感たっぷりの道標T4/土山到着(チョッと寂しい標識)

長念寺の境内を失礼して

北向地蔵が見えた

北向お地蔵さま
目指すは北向地蔵か昼食か

またもや急登



地
蔵
に

到

着

。

す

で

に

何

組

か

の
グ
ル
ー

プ

が

昼

食

中

。

我

々

も

や
っ
と
昼
食
に
あ
り
つ
く
。

や
っ
と
お
腹
も
落
ち
着
き
出
発
準
備
。
ス

カ
リ
山
、
エ
ビ
ガ
坂
を
飛
ば
し
て
ユ
ガ
テ
へ

直
行
す
る
選
択
肢
も
あ
っ
た
が
、
全
員
一
致

で
大
西
さ
ん
設
定
コ
ー
ス
を
た
ど
る
こ
と
に

し
た
。
地
図
と
コ
ン
パ
ス
で
方
向
を
再
確
認

後
出
発
。
こ
こ
か
ら
は
舗
装
道
路
と
並
行
す

る
よ
う
な
コ
ー
ス
で
、
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
は
あ

る
が
順
調
。
地
図
に
は
な
い
観
音
ヶ
岳
か
ら

ス
カ
リ
山
、
エ
ビ
ガ
坂
を
通
過
。
ユ
ガ
テ
到

着
の
直
前
に
ユ
ズ
、
柿
、
福
ミ
カ
ン
の
無
人

直
売
所
が
あ
り
、
各
自
が
い
ろ
い
ろ
購
入
。

商
品
を
補
充
に
来
た
農
家
の
方
に
一
つ
ず
つ

ユ
ズ
を
い
た
だ
く
。
重
く
な
っ
た
ザ
ッ
ク
を

担
い
で
ユ
ガ
テ
到
着
。

辻
橋
さ
ん
は
「
私
に
と
っ
て
ユ
ガ
テ
は
桃

源
郷
の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
が
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ

て
し
ま
っ
た
」
と
嘆
く
こ
と
し
き
り
。
穏
や

か
な
天
気
の
中
、
早
速
柿
を
か
じ
っ
た
り
、

し
ば
し
休
憩
。
こ
こ
か
ら
は
道
も
ハ
ッ
キ
リ

し
て
お
り
、
橋
本
山
頂
上
、
福
徳
寺
へ
の
分

岐
を
過
ぎ
、
暗
く
な
る
前
に
下
山
し
よ
う
と

歩
み
を
早
め
る
。
眼
下
に
民
家
が
見
え
る
よ

う
に
な
る
が
、
な
か
な
か
高
度
が
下
が
ら
な

い
。
道
は
折
り
返
し
が
続
き
、
無
事
に

T6

／
吾
那
（
あ
が
な
）
神
社
下
へ
到
着
。
東
吾

野
駅
は
す
ぐ
そ
こ
。
東
吾
野
駅
か
ら
飯
能
駅

へ
出
て
中
華
料
理
店
で
反
省
会
後
、
解
散
し

た
。大

西
さ
ん
の
山
行
案
内
に
は
「
新
型
コ
ロ

ナ
に
よ
る
山
行
の
自
粛
続
き
体
力
の
低
下
を

考
え
て
手
ご
ろ
な
低
山
で
じ
っ
く
り
と
地
形

図
を
読
む
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

低
山
で
す
が
尾
根
は
ア
ッ

プ
ダ
ウ
ン
が
あ
り
ピ
ー

ク
の
確
認
が
勉
強
に
な

り
ま
す
」
と
あ
っ
た
が
、

そ
の
通
り
で
体
力
の
低

下
に
加
え
か
な
り
の
ア
ッ

プ
ダ
ウ
ン
で
バ
テ
気
味

だ
っ
た
。
今
回
は
先
生

不
在
で
、
標
識
の
あ
る
山
を
除
き
正
解
の
な

い
読
図
と
な
っ
た
が
、
参
加
者
は
か
え
っ
て

緊
張
感
を
持
ち
地
形
図
と
コ
ン
パ
ス
を
使
っ

て
楽
し
い
山
行
と
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
辺

り
に
は
ス
カ
リ
と
か
エ
ビ
ガ
坂
、
ユ
ガ
テ
と

か
不
思
議
な
名
前
が
あ
り
、
漢
字
を
当
て
る

と
ど
ん
な
字
に
な
る
の
か
、
地
名
や
山
名
の

由
来
を
調
べ
よ
う
と
思
っ
た
（
そ
の
う
ち
に
）
。

＊
福
ミ
カ
ン･･

･

福
来
み
か
ん
（
ふ
く
れ
み
か
ん
）

10
月
下
旬
～
12
月
上
旬

古
来
よ
り
茨
城
県
桜
川
市
真
壁
町
に
て
栽
培
さ
れ
て

き
た
福
来
み
か
ん
（
ふ
く
れ
み
か
ん
）
。
大
き
め
の

金
柑
く
ら
い
の
大
き
さ
で
、
直
径

3
～

4
セ
ン
チ

の
手
の
ひ
ら
に
乗
る
小
さ
な
か
わ
い
い
み
か
ん
。
ユ

ズ
の
よ
う
な
黄
色
で
爽
や
か
で
と
っ
て
も
良
い
香
り

が
す
る
。
中
も
食
べ
ら
れ
る
が
、
本
来
は
皮
を
干
し

て
作
る
陳
皮
と
し
て
七
味
唐
辛
子
に
使
っ
て
い
た
。

山遊会だより 2021年（令和3年）5月27日( 9 )

佛心とは「大慈悲」これなり

スカリ山到着

昼食とは慈悲！楽しみを与え苦しみを除く

スカリ山眺望／秩父武甲山

ユズ・柿・福ミカン エビガ坂道標

観音ヶ岳 沢山の標識

スカリ山眺望／栃木男体山他

しばしの休憩

福徳寺分岐
（ここだけなぜか突然、
アルファベット表記）

ユガテ到着

一番目立った紅葉

夕日を浴びながら歩を急ぐ

橋本山頂上

お疲れさまでした

観音ヶ岳の眺望/大岳山

Ｔ6／吾那神社下



特
に
断
り
な
け
れ
ば
集
会
の
会
場
は
104
号
室
で
す
。

◆

2
0
2
0
年

◆

4
月
集
会
、
5
月
集
会
＆
総
会

い
ず
れ
も
中
止

6
月
集
会
（
総
会
報
告
）

日
時

6
月
25
日
（
木
）

20:00
～

20:40

会
場

集
会
室
及
び
Zoom
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
会
議

出
席
者

渡
辺
、
大
西
、
山
崎
、
保
坂
、
星(

愛
知
）

辻
橋
、
中
臺

計
7
名

4
月
、
5
月
の
定
例
集
会
を
開
催
で
き
ぬ
ま
ま
、

役
員
同
士
も
何
等
連
絡
を
取
ら
ず
過
ご
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
5
月
下
旬
に
な
り
会
報
30
号
の
出
来
上

が
り
と
費
用
の
件
が
担
当
の
渡
辺
代
表
よ
り
メ
ー
リ

ン
グ
に
て
届
き
ま
し
た
。
渡
辺
、
大
西
、
山
崎
、
辻

橋
の
役
員
が
何
回
か
メ
ー
リ
ン
グ
の
や
り
取
り
後
、

Zoom
で
の
リ
モ
ー
ト
会
議
を
大
西
さ
ん
の
手
配
で
開
催

で
き
、
話
し
合
い
の
結
果
、
ハ
ガ
キ
で
の
議
決
権
で

行
う
事
に
な
り
会
員
各
位
へ
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
6
月
定
例
集
会
も
ル
ー
ム
で
は
開
催
で

き
な
い
場
合
、
何
等
か
の
動
き
を
す
る
こ
と
も
必
要

と
考
え
て
Zoom
で
の
会
議
を
提
案
し
併
せ
て
ご
案
内
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
事
前
に
二
回
程
、
練
習
時
間
を

設
け
て
大
西
さ
ん
よ
り
使
い
方
の
説
明
を
含
め
会
議

予
告
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
余
り
参
加
し
て
く
だ
さ

る
方
が
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
様
な
わ
け
で
、
本

日
の
会
議
は
次
の
通
り
と
な
り
ま
し
た
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
（
議
事
録
担
当

辻
橋
）
。

議
事

総
会
ハ
ガ
キ
集
計
は
6
月
末
日
の
締
め
切
り

後
、
担
当
の
山
崎
さ
ん
か
ら
総
会
報
告
予
定
と
し
、

6
月
集
会
と
し
て
は
6
月
23
日
現
在
の
総
会
ハ
ガ

キ
集
計
を
基
に
話
し
合
っ
た
。
最
大
の
審
議
事
項
は
、

今
季
会
報
の
費
用
に
つ
い
て
意
見
交
換
。
臨
時
役
員

会
で
提
案
さ
れ
た
「
山
行
費
積
み
立
て(

遭
難
対
策
基

金)

」
の
中
か
ら
、
￥
四
四
、
八
〇
〇
を
印
刷
代
金
の

不
足
充
当
と
す
る
こ
と
に
し
て
会
員
各
位
に
は
ご
承

諾
い
た
だ
く
様
お
知
ら
せ
す
る
（
渡
辺
代
表
よ
り
メ
ー

リ
ン
グ
に
て
報
告
済
み
）
。
な
お
、
こ
の
山
行
積
立

金
は
積
立
開
始
当
初
予
定
し
た
一
〇
万
円
は
積
み
立

て
で
き
て
い
る
の
で
、
今
後
の
徴
収
に
つ
い
て
「
100

円
に
す
る
」
、
「
徴
収
を
止
め
る
」
な
ど
意
見
が
出

て
お
り
、
今
後
の
継
続
審
議
と
し
て
月
次
集
会
で
話

し
合
う
こ
と
と
す
る
。
今
後
の
会
報
発
刊
に
つ
い
て

も
PDF
の
希
望
者
も
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
件
も
継

続
審
議
事
項
と
す
る
。

4
号
議
案
追
記

◇
「
山
遊
会
だ
よ
り
30
号
」
印
刷
の
予
算
が
不
足
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
会
員
も
減
少
し
本
年
6
月
現
在

で
37
名
し
か
い
な
い
状
況
で
す
。
近
年
、
山
行
の
写

真
が
増
え
、
頁
数
も
増
加
し
て
お
り
（
27
号
：
24

ペ
ー
ジ
、
28
号
・
29
号
：
32
ペ
ー
ジ
、
30
号
：

36
ペ
ー
ジ
）
、
印
刷
費
が
8
万
円
近
く
か
か
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
会
費
の
￥

二
、000

へ
の
ア
ッ
プ
を
ご
提
案
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

ハ
ガ
キ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
￥

一
、000

の

ま
ま
据
え
置
く
と
い
う
意
見
が
多
く
、
￥

二
、000

へ
の
ア
ッ
プ
は
止
め
て
、
会
費
は
￥

一
、000

の
ま

ま
と
致
し
ま
す
。

◇
印
刷
費
の
捻
出
に
は
遭
難
対
策
基
金
￥
一
四
四
、

八
〇
〇
の
う
ち
￥
四
四
、
八
〇
〇
を
転
用
す
る
こ
と

が
、
臨
時
役
員
会
議
で
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

◇
ハ
ガ
キ
に
よ
る
総
会
4
号
議
案
の
提
示
内
容
か
ら

は
変
更
と
な
り
ま
す
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
を
踏

ま
え
た
、
「
改
定
予
算
案
」
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

補
足

ハ
ガ
キ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果

◇

本
年
4
月
1
日
現
在
会
員
数
37
名

6

月
30
日
現
在
返
信
数

28
通
（
未
回
収
8
通
）

1
印
刷
物
無
し

9
名

2
印
刷
物
あ
り
ⅰ
会
費
は
￥

一
、000

8
名

ⅱ
会
費
は
￥

二
、000

7
名

3
白
紙
・
そ
の
他

4
名

◇

ご
意
見

・
会
費
の
変
更
は
い
い
の
で
す
が
会
報
の
頁
数
を
減

ら
す
工
夫
が
必
要
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
1
回

の
山
行
報
告
で
数
枚
の
写
真
で
充
分
で
は
。

・
ⅰ
で
よ
い
の
で
す
が
PC
の
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
場
合
は
ⅱ
。
写
真
が
多
す
ぎ
、
も
う
少
し
厳
選
し

て
ほ
し
い
。
基
本
的
に
は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
。

・
二
、000

円
に
し
て
も
会
報
作
成
に
つ
い
て
は
話

し
合
い
が
必
要
。

・
PDF
と
印
刷
物
の
両
方
は
無
理
で
し
ょ
う
か
。
会
費

は
￥

二
、000

で
。

・
1
だ
と
全
員
全
て
が
見
ら
れ
る
と
は
（
環
境
の
面
）

限
ら
な
い
の
で
2
と
し
ま
す
。

・
会
費
は
￥

二
、000

ま
で
。
紙
質
・
頁
数
を
減

ら
せ
ば
よ
い
で
す
。
赤
字
予
算
の
で
な
い
よ
う
に
組

直
し
て
く
だ
さ
い
。
頁
数
18
頁
以
内
が
良
い
で
す
。

山
遊
会
だ
よ
り
PDF
で
良
い
で
す
。

・
写
真
の
枚
数
を
制
限
し
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
は
か
る
。

最
近
記
録
文
が
短
い
の
で
写
真
で
カ
バ
ー
し
て
い
ま

し
た
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
「
山
遊
会
だ
よ
り
」

は
不
要
。

・
写
真
が
多
く
て
楽
し
い
の
で
印
刷
物
で
と
思
う
が

経
費
が
か
か
る
の
で
PDF
で
。

・
A3
に
新
聞
の
よ
う
に
作
れ
な
い
の
か
な
。
写
真
は

少
な
く
、
集
合
・
ラ
ン
チ
等
写
真
は
前
半
（
6
ヶ
月

毎
）
後
半
に
す
る
と
か
。

・
HP
掲
載
（
PDF
等
）
い
た
だ
け
る
と
い
つ
も
い
つ

で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
助
か
り
ま
す
。
紙
媒
体
は
保
存

ス
ペ
ー
ス
も
必
要
な
た
め
。

集
会

○
山
行
計
画

・
7
月
定
例
山
行

草
戸
山
（
係

辻
橋
）

日
程

7
月
11
日
（
土
）

現
在
参
加
予
定
者

渡
辺
、
大
西
、
木
村
、
中
臺
、
加
藤
、
辻
橋

・
8
月
定
例
山
行

乗
鞍
高
原

（
係

古
閑
）

日
程

8
月
8
日
（
土
）
～
10
日
（
月
）

現
在

参
加
予
定
者

松
島
、
中
臺
、
染
谷
、
江
村
、
辻
橋
、

古
閑

宿
泊
は
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
10
名
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。
参
加
者
希
望
者
は
早
め
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

懇
親
会

な
し

7
月
集
会

日
時

7
月
30
日
（
木
）

18:45
～

19:30

出
席
者

渡
辺
、
大
西
、
星
（
Zoom
参
加
）
、
辻
橋
、

中
臺

計
5
名

記
録

辻
橋

◯
3
月
以
来
開
け
な
か
っ
た
ル
ー
ム
で
の
集
会
。

104
号
室
Ａ
が
予
約
出
来
て
、
久
し
ぶ
り
に
メ
ン
バ
ー

の
お
顔
が
見
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
残
念

な
が
ら
出
席
者
は
、
渡
辺
、
大
西
、
中
臺
、
辻
橋
の

4
名
だ
け
だ
っ
た
。
地
方
の
方
々
へ
も
お
声
が
け
し

て
、
ズ
ー
ム
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
と
の
併
用
で
交
流
出

来
た
ら
の
想
い
で
大
西
さ
ん
が
、
そ
の
設
定
も
し
て

く
だ
さ
っ
た
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
、
東
海
支
部

の
星
さ
ん
お
一
人
の
参
加
で
し
た
。
東
海
支
部
で
も
、

大
き
な
山
行
は
全
て
中
止
、
近
郊
の
日
帰
り
山
行
の

み
ボ
チ
ボ
チ
と
の
こ
と
、
い
ず
こ
も
同
じ
で
し
た
。

や
は
り
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
の
増
加
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で

日
々
の
生
活
行
動
パ
タ
ー
ン
を
緩
和
さ
せ
る
に
は
今

し
ば
ら
く
の
時
間
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
。
集
会
の
初

め
に
過
日
ご
逝
去
さ
れ
た
初
代
山
遊
会
代
表
の
遠
山

さ
ん
（
96
年
同
期
会
か
ら
、
山
遊
会
に
移
行
す
る
時

に
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た
）
へ
黙
祷
。
渡
辺
代
表
よ
り

総
会
へ
の
会
員
各
位
の
協
力
御
礼
の
挨
拶
と
、
会
報

作
成
時
に
会
計
担
当
の
山
崎
さ
ん
へ
の
事
前
の
制
作

費
用
の
確
認
な
ど
の
手
順
を
踏
ま
ず
、
費
用
不
足
を

起
こ
し
て
し
ま
っ
た
事
へ
の
お
わ
び
の
言
葉
が
あ
っ

た
。

◯
山
行
計
画

(1)

8
月
例
会
山
行

担
当
係
が
欠
席
。
新
宿
発
特

急
の
変
更
が
メ
ー
ル
で
送
ら
れ
て
き
た
が
、
最
終
の

計
画
書
が
無
く
登
山
計
画
書
の
作
成
も
あ
る
の
で
、

山
行
係
に
は
事
前
の
山
行
計
画
書
の
提
出
を
徹
底
し

て
も
ら
い
た
い
。

日
程

8
月
8
日
（
土
）
～
10
日
（
月
）

目
的
地

乗
鞍
岳

担
当

古
閑

(2)

9
月
例
会
山
行

係
よ
り
案
内
書
、
コ
ー
ス
地

図
の
提
示
あ
り
。
通
常
往
復
、
タ
ク
シ
ー
利
用
に
な

る
が
、
レ
ン
タ
カ
ー
利
用
の
方
が
安
く
な
る
の
で
、

係
が
レ
ン
タ
カ
ー
運
転
の
予
定
。

日
程

9
月
19
日
（
土
）

目
的
地

栃
木
石
裂
山(

お
ざ
く
さ
ん)

周
回
コ
ー
ス

担
当

な
か
だ
い

集
合

東
武
日
光
線
新
鹿
沼
駅

10
時

装
備

通
常
日
帰
装
備(

あ
れ
ば
＋
グ
ロ
ー
ブ
・
軍
手)

、

昼
食
・
行
動
食

締
切

9
月
5
日
（
土
）
（
車
等
予
約
の
た
め
）

メ
ー
リ
ン
グ
も
し
く
は
担
当
携
帯
ま
で
。

(3)

10
月
例
会
山
行

日
程

10
月
10
日
（
土
）

目
的
地

奥
多
摩
の
山

担
当

渡
辺

◯

そ
の
他

辻
橋
よ
り

・
山
遊
会
規
約(

山
遊
会
だ
よ
り
27
号
参
照)

一
部

改
訂
箇
所
あ
り
、
次
回
集
会
の
審
議
と
し
た
い
。

山

行
時
に
徴
収
の
山
行
費
￥

二00

を
￥

一00

に
す

る
。(

7
月
山
行
時
よ
り)

・
昨
年
度
「
8
月
の
集
会
は
参
加
者
が
少
な
く
来
年

は
無
し
に
し
よ
う
」
と
話
し
合
っ
て
い
た
の
と
、
本

日
の
集
り
具
合
か
ら
8
月
定
例
集
会
は
開
催
な
し
。

・
山
遊
会
15
周
年
記
念
手
拭
在
庫

綠
7
枚
、
紫

37
枚
、
紺
44
枚
、
合
計

88
枚(

7
月
30
日
現

在)

会
員
の
皆
さ
ん
は
も
と
よ
り
、
知
人
・
友
人
に
も

お
声
掛
け
い
た
だ
き
、
拡
販
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

懇
親
会

い
つ
も
の
「
西
安
」
に
て
。
参
加
3
名

9
月
集
会

日
時

9
月
24
日
（
木
）

18:45
～

19:30

出
席
者

大
西
、
辻
橋
、
中
臺

計
3
名

記
録

辻
橋

議
事

集
会
室
予
約
担
当
の
辻
橋
が
、
9
月
集
会
の

お
知
ら
せ
を
別
件
報
告
に
追
記
し
て
告
知
し
た
た
め
、

「
月
例
会
開
催
の
お
知
ら
せ
」
と
し
て
行
き
届
か
な

か
っ
た
よ
う
で
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
出

席
者
が
大
西
、
中
臺
、
辻
橋
の
3
名
だ
っ
た
た
め
山

行
予
告
も
な
く
、
今
後
の
集
会
（
特
に
コ
ロ
ナ
禍
の

今
年
）
の
意
味
な
ど
話
し
合
う
こ
と
も
で
き
ず
、
解

散
い
た
し
ま
し
た
。

◯

山
行
報
告

9
月
例
会
山
行
「
石
裂
山
」
（
担
当

中
臺
）

9
月
19
日
（
土
）
に
予
定
し
て
い
た
が
、
天
候
不

良
で
濡
れ
た
岩
場
で
の
滑
落
等
の
危
険
が
あ
る
た
め

中
止
と
し
た
。

◯

山
行
計
画

(1)
10
月
例
会
山
行
「
読
図
」

日
程

10
月
10
日
（
土
）

目
的
地

奥
多
摩

高
水
三
山

担
当

渡
辺

(2)
11
月
例
会
山
行
日
程

11
月
14
日
（
土
）

目
的
地

奥
武
蔵
・
北
向
地
蔵

担
当

大
西

山遊会だより 2021年（令和3年）5月27日( 10 )

月

例

集

会



懇
親
会

な
し

10
月
集
会

日
時

10
月
22
日
（
木
）

18:45
～

19:30

出
席
者

渡
辺
、
大
西
、
辻
橋
、
中
臺

計
4
名

記
録

辻
橋

議
事

コ
ロ
ナ
禍

自
粛
が
続
い
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
？

今
月
も
出
席
は
、
世
話
役
3
人(

渡
辺
、
大

西
、
辻
橋)

と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
担
当
の
中
臺
さ
ん
の

4
名
で
し
た
。

○

同
好
会
連
絡
会
議
報
告
（
辻
橋
）
10
月
19
日
の

同
好
会
連
絡
会
議
は
、
代
表
渡
辺
さ
ん
の
代
理
で
辻

橋
が
出
席
。
現
在
28
の
同
好
会
が
あ
り
、
各
自
の
活

動
報
告
が
あ
っ
た
。
同
期
会
か
ら
同
好
会
に
移
行
し

た
会
は
何
処
も
、
会
員
の
高
齢
化
で
山
行
参
加
者
の

減
退
、
固
定
化
な
ど
が
お
き
て
い
る
の
で
、
会
員
増

強
の
方
法
な
ど
模
索
し
て
い
る
状
態
の
よ
う
だ
っ
た
。

そ
の
他
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
が
続
く
中
で
の
事
務
局

の
使
用
方
法
な
ど
の
説
明
が
あ
っ
た
。

○

本
部
か
ら
の
お
願
い

日
本
山
岳
会
創
立
120
年

の
記
念
事
業
と
し
て
、
日
本
の
山
岳
古
道
を
20
ル
ー

ト
ほ
ど
を
選
定
、
取
り
ま
と
め
て
記
念
誌
を
作
り
た

い
と
の
計
画
で
企
画
書
の
見
本
付
き
の
説
明
冊
子
が

配
布
さ
れ
た
。
興
味
の
あ
る
方
は
お
申
し
出
下
さ
い
。

会
と
し
て
、
協
力
出
来
る
か
皆
で
話
し
合
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

○

会
議
室
予
約

山
遊
会
の
年
間
予
約
は
104
号
B

室
で
定
員
4
名
（
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
）
。

定
例
集
会
主
席
者
が
増
え
た
場
合
支
障
が
出
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
104
号
A
室
が

空
い
た
ら
予
約
更
新
し
て
い
く
。

○

山
行
予
定
・
計
画

(1)
10
月
例
会
山
行

日
程

10
月
25
日
（
日
）
日
程
を
変
更
し
て
実
施

目
的
地

奥
多
摩

高
水
三
山

担
当

渡
辺

(2)
11
月
例
会
山
行
「
読
図
」

日
程

11
月
14
日
（
土
）

目
的
地

奥
武
蔵
・
北
向
地
蔵

担
当

大
西

(3)
12
月
例
会
山
行

「
清
掃
登
山
」

日
程

12
月
12
日
（
土
）

目
的
地

高
尾
山

担
当

中
臺

(4)
12
月
以
降
の
山
行
に
つ
い
て

1
月
以
降
の
山

行
予
定
が
出
せ
な
い
状
況
の
中
、
皆
様
が
個
人
山
行

を
ご
予
定
で
し
た
ら
、
ぜ
ひ
「
こ
の
指
止
ま
れ
」
山

行
と
し
て
メ
ー
リ
ン
グ
に
て
会
員
の
方
々
を
お
誘
い

い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
？
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。(

年
間
山
行
計
画
担
当

辻
橋)

○

そ
の
他

(1)
定
例
集
会
開
催
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
出
席
者
が
集
ま
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
し
ば

ら
く
集
会
を
休
会
し
て
は
ど
う
か
？
と
の
意
見
が
出

た
が
、
そ
れ
を
や
っ
て
し
ま
っ
て
は
会
と
し
て
な
り

た
た
な
く
な
る
。
出
欠
は
会
員
各
自
の
意
思
と
し
て
、

定
例
集
会
は
キ
チ
ン
と
続
け
る
べ
き
と
結
論
。

(2)
会
報
売
却
報
告

会
報
「
山
遊
会
だ
よ
り
」
1

冊
販
売
（
一
、000

円
）(

渡
辺)

4
人
で
の
審
議
事
項
終
了
後
、
暫
し
コ
ロ
ナ
談
義
、

マ
ス
ク
の
種
類
ア
レ
コ
レ
な
ど
雑
談
を
し
た
。

懇
親
会

い
つ
も
の
「
西
安
」
に
て
。
参
加
3
名

11
月
集
会

日
時

11
月
26
日
（
木
）

18:45
～

19:45

出
席
者

渡
辺
、
大
西
、
辻
橋
、
中
臺

計
4
名

記
録

辻
橋

議
事

今
月
の
集
会
も
出
席
は
4
名
で
し
た
。

○

山
行
報
告

11
月
14
日
（
土
）
読
図
山
行

北
向
地
蔵

係
の
大
西
さ
ん
が
、
微
熱
あ
り
と
の
事
で
、
欠
席
と

な
り
参
加
者
4
名
で
出
発
。
渡
辺
さ
ん
の
リ
ー
ド
で

何
と
か
大
西
さ
ん
が
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
記
入
の
地
図

を
た
ど
り
、
全
コ
ー
ス
ク
リ
ア
。

○

山
行
予
定
・
計
画

(1)
12
月
例
会
山
行
「
清
掃
登
山
」

日
程

12
月
12
日
（
土
）

目
的
地

高
尾
山

担
当

中
臺

こ
の
と
こ
ろ
の
週
末
の
高
尾
山
の
混
雑
な
ど
が
ニ
ュ
ー

ス
に
な
っ
て
い
る
折
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

が
非
常
に
拡
大
し
て
い
る
状
況
で
高
尾
山
へ
行
く
こ

と
、
参
加
申
し
込
み
の
少
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
審
議

し
、
12
月
の
山
行
お
よ
び
下
山
後
の
忘
年
会
は
中
止

と
し
た
。

(2)
1
月
例
会
山
行

日
程

1
月
16
日
（
土
）

目
的
地

筑
波
山

担
当

染
谷

担
当
、
染
谷
さ
ん
か
ら
「
筑
波
山
き
っ
ぷ
」
が
お
得

と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た(

辻
橋)

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス+

シ
ャ
ト
ル
バ
ス+

ケ
ー
ブ
ル

カ
ー+

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ(

往
復)

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ

ス
各
駅
（
秋
葉
原
￥
四
、
三
八
〇
）
、
自
動
販
売
機

な
ど
で
購
入

(3)

2
月
例
会
山
行

日
程

2
月

日
に
ち
未
定

目
的
地

飯
縄
山

担
当

片
山

(4)

3
月
例
会
山
行

日
程

3
月
13
日
（
土
）
～
14
日
（
日
）

目
的
地

北
八
ヶ
岳

担
当

辻
橋

○

そ
の
他

(1)
山
遊
会
の
活
性
化
に
つ
い
て

山
遊
会
の
今
後
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
い
ろ
い
ろ
な

意
見
が
出
た
。

・
何
か
会
と
し
て
「
テ
ー
マ
」
を
持
つ
。
研
究
課
題

(

例.

鳥
、
植
物
、
地
形
な
ど)

、
干
支
の
名
前
の
山

へ
行
く
、
峠
を
訪
ね
る
・
・
・

・
他
の
同
好
会
と
交
流
を
持
ち
合
同
山
行
を
試
み
る
。

・
会
員
各
位
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
て
、
会
に
求
め
る

も
の
を
さ
ぐ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
の
素
案
を
12
月

17
日
の
集
会
に
持
ち
寄
る
。

・
「
こ
の
ま
ま
に
続
け
て
行
け
ば
、
そ
れ
で
良
い
」

と
の
意
見
も
あ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
続
く
中
す
ぐ
に

は
対
処
出
来
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
会
の
活
性
化

の
為
に
今
後
も
各
自
の
意
見
交
換
を
継
続
し
て
行
き

た
い
。

(2)
そ
の
他

15
周
年
記
念
手
拭
い
一
枚
（
一
、0

00

円
）
売
り
上
げ
。

懇
親
会

い
つ
も
の
「
西
安
」
に
て
。
参
加
3
名

12
月
集
会

日
時

12
月
17
日
（
木
）

18:45
～

19:30

会
場

日
本
山
岳
会

集
会
室

出
席
者

渡
辺
、
辻
橋
、
中
臺

計
3
名

記
録

辻
橋

議
事

今
月
の
定
例
の
第
4
木
曜
日
で
は
な
く
臨
時

の
集
会
日
だ
っ
た
。
そ
の
為
、
確
認
漏
れ
が
あ
っ
た

の
か
、
集
ま
っ
た
の
は
3
人(

渡
辺
、
中
臺
、
辻
橋)

。

今
年
最
後
の
集
会
は
104
号
室
で
は
無
く
集
会
室
で
し
っ

か
り
し
た
ア
ク
リ
ル
板
で
仕
切
ら
れ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ス
タ
ン
ス
の
行
き
届
い
た
中
で
開
催
し
た
。
3
人

で
は
、
新
た
な
審
議
事
項
も
な
く
、
今
後
の
山
行
予

告
の
確
認
を
し
た
だ
け
で
終
了
と
し
た
。

○

山
行
予
定
・
計
画

1
月
例
会
山
行

日
程

1
月
16
日
（
土
）

目
的
地

筑
波
山

担
当

染
谷

2
月
例
会
山
行

日
程

2
月
13
日
（
土
）
～
14
日
（
日
）

目
的
地

飯
綱
山
ス
ノ
ー
ハ
イ
ク

担
当

片
山

3
月
例
会
山
行

日
程

3
月
13
日
（
土
）
～
14
日
（
日
）

目
的
地

北
八
ヶ
岳
（
詳
細
は
1
月
発
表
）
担
当

辻
橋

○

新
年
度
山
行
計
画
案

4
月
山
行
「
鎌
倉

番
場
が
谷
」
（
担
当

山
崎
）

5
月
山
行
「
天
城
山
」
（
担
当

渡
辺
）

6
月
山
行
「
場
所
未
定
」
（
担
当

江
村
）

9
月
山
行
「
石
裂
山
」
（
担
当

中
臺
）

○

そ
の
他

(1)
行
き
た
い
山
・
行
事
等
に
つ
い
て
皆
様
か
ら
の

希
望
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

(2)
山
岳
会
120
周
年
記
念
事
業
の
山
岳
古
道
研
究
に

参
加
は
、
山
遊
会
と
し
て
は
、
調
査
な
ど
の
作
業
は

困
難
と
判
断
し
、
参
加
は
見
合
わ
せ
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

懇
親
会

い
つ
も
の
「
西
安
」
に
て
。
参
加
4
名
。

懇
親
会
に
は
他
の
用
件
で
事
務
所
に
来
て
い
た
永
田

さ
ん
が
何
年
か
ぶ
り
か
で
山
遊
会
会
員
と
し
て
？
参

加
く
だ
さ
り
楽
し
く
会
食
し
ま
し
た
。

◆

2
0
2
1
年

◆

1
月
集
会

日
時

1
月
28
日
（
木
）

20:00
～

21:15

会
場

リ
モ
ー
ト
開
催

出
席
者

渡
辺
、
大
西
、
辻
橋
、
石
光
、
染
谷
、

保
坂
、
山
崎
、
柳
田
、
中
臺

計
9
名

記
録

染
谷

○

山
行
報
告

1
月
例
会
山
行
「
筑
波
山
」
（
担
当

染
谷
）→

緊
急
事
態
宣
言
発
令
に
よ
り
中
止

○

山
行
予
定
・
計
画

2
月
例
会
山
行
「
飯
綱
山
ス
ノ
ー
ハ
イ
ク
」(

担
当

片
山)→

緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
未
定
に
つ
き
中
止

3
月
例
会
山
行
「
北
八
ヶ
岳
」
（
担
当

辻
橋
）→

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
と
し
て
も
、
山
か
ら

遠
ざ
か
っ
て
お
り
雪
山
一
泊
予
定
は
参
加
者
の
体
調

も
心
配
な
の
で
日
帰
り
の
足
慣
ら
し
山
行
へ
変
更
。

日
程

3
月
27
日
（
土
）

目
的
地

弘
法
山

※
詳
細
は
追
っ
て
連
絡

新
年
度
山
行
計
画
案

11
月

読
図
山
行
「
日
時
未
定
」
（
担
当

大
西
）

12
月

清
掃
登
山
「
日
時
未
定
」
（
担
当

中
臺
）

22
年
5
月
「
筑
波
山
」
（
担
当

染
谷
）

上
記
の
予
定
は
係
り
の
都
合
や
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
に

よ
り
変
更
あ
り
。
未
定
の
月
、
当
番
な
ど
会
員
各
位

の
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
年
間

山
行
係

辻
橋
）
。

○

そ
の
他

・
会
報
の
発
行
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
山

行
回
数
が
激
減
し
た
た
め
形
態
を
検
討
す
る
（
渡
辺
）

・
郵
便
局
か
ら
の
毎
月
の
会
費
の
入
金
報
告
書
（
書

面
）
が
1
回
、
110
円
か
か
る
の
で
、
他
の
方
法
を

考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
（
山
﨑
）

2
月
集
会

日
時

2
月
25
日
（
木
）

20:00
～

20:46

会
場

リ
モ
ー
ト
開
催

出
席
者

渡
辺
、
大
西
、
辻
橋
、
染
谷
、
保
坂
、

山
崎
、
木
村
、
中
臺

計
8
名

記
録

染
谷

○

山
行
予
定
・
計
画

(1)
3
月
例
会
山
行
「
弘
法
山
」
（
担
当

辻
橋
）

日
程

3
月
27
日
（
土
）

集
合

小
田
急
線
秦
野
駅
改
札
口

10
時

持
ち
物

通
常
日
帰
り
装
備
・
お
弁
当
（
各
自
）
・

入
浴
セ
ッ
ト
（
希
望
者
の
み
）
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コ
ー
ス

秦
野
駅→

公
園
入
り
口→

浅
間
山→

権
現

山→

弘
法
山→

吾
妻
山→

鶴
巻
温
泉
（
下
山
後
の
反

省
会
は
な
し
）

所
要
時
間

3
時
間
半

申
込
先

担
当
辻
橋
の
携
帯
又
は
メ
ー
リ
ン
グ
に
て
。

締
め
切
り

3
月
20
日

☆
コ
ロ
ナ
状
況
で
非
常
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
な
け

れ
ば
中
止
に
な
る
事
も
あ
り
。

(2)
4
月
例
会
山
行

日
程

4
月
17
日
（
土
）

目
的
地

鎌
倉
周
辺
ハ
イ
キ
ン
グ

担
当

山
崎

※

下
見
を
し
て
か
ら
詳
細
は
追
っ
て
連
絡

○

そ
の
他

・
山
遊
会
総
会

4
月
22
日
（
木
）
開
催

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
急
激
に
好
転
す
る
と
は
考
え
ら

れ
ず
、
昨
年
同
様
「
葉
書
」
で
対
応
す
る

・
山
遊
会
だ
よ
り

昨
年
4
月
か
ら
は
山
行
も
少
な

く
合
併
号
に
す
る
案
も
で
た
が
、
見
積
を
と
り
発
行

形
態
を
検
討
す
る

・
来
期
の
役
員
人
事

こ
の
時
期
に
代
表
交
代
と
か

は
難
し
く
渡
辺
代
表
に
続
投
を
お
願
い
し
た
。

3
月
集
会

日
時

3
月
25
日
（
木
）

20:00
～

20:55

会
場

リ
モ
ー
ト
開
催

出
席
者

渡
辺
、
大
西
、
辻
橋
、
保
坂
、
山
崎
、

染
谷
、
中
臺

計
7
名

記
録

染
谷

○

山
行
計
画
・
予
定

(1)
3
月
例
会
山
行
「
弘
法
山
」
（
担
当

辻
橋
）

日
程

3
月
27
日
（
土
）

集
合

小
田
急
線
秦
野
駅
改
札
口

10
時

参
加
者

大
西
、
喜
多
、
辻
橋
、
大
野
、
中
臺

◎
コ
ロ
ナ
禍
の
非
常
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
た
が
、

弘
法
山
周
辺
は
桜
の
名
所
で
あ
り
、
混
雑
が
予
想
さ

れ
る
の
で
個
人
山
行
と
し
て
実
施
。

(2)
4
月
例
会
山
行

日
程

4
月
17
日
（
土
）

目
的
地

鎌
倉
周
辺
ハ
イ
キ
ン
グ

担
当

山
崎

参
加
者

渡
辺
、
辻
橋
、
中
臺
、
山
崎

◎
今
の
と
こ
ろ
4
名
の
参
加
者
だ
が
実
施
す
る
。

(3)

5
月
例
会
山
行
「
伊
豆
の
山
」
（
担
当

渡
辺
）

日
程

5
月
21
日
（
金
）
前
日
発
～
22
日
（
土
）

目
的
地

伊
豆
の
山

○

今
後
の
山
行
予
定

6
月

江
村
（
担
当
）

7
月

未
定

8
月

未
定

9
月

石
裂
山

中
臺
（
担
当
）

10
月

未
定

11
月

読
図
山
行

大
西
（
担
当
）

12
月

高
尾
山
清
掃
山
行

中
臺
（
担
当
）

○

そ
の
他

・
山
遊
会
総
会

4
月
22
日
（
木
）
開
催
、
昨
年

同
様
「
葉
書
」
で
対
応
す
る

・
会
計
が
逼
迫
し
て
い
る→

現
金
二
八
，000

円
＋

遭
難
対
策
基
金
一00

，000

円＝

一
二
八
，000

円

（
山
﨑
）

・
「
山
遊
会
だ
よ
り
」
は
8P
程
度
、
一0

，000

円

以
下
で
作
成
可
能
（
渡
辺
）

・
限
ら
れ
た
会
員
し
か
、
山
行
や
集
会
に
参
加
し
て

い
な
い
現
状
が
あ
る→

会
員
は
山
遊
会
の
他
に
複
数

の
山
の
組
織
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
か
も

・
今
後
の
山
遊
会
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
総

会
案
内
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
同
封
し
、
返
信
内
容
を
一

年
間
精
査
し
て
方
向
性
を
決
め
た
い
（
ア
ン
ケ
ー
ト

の
原
案
は
渡
辺
代
表
が
作
成
）
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2020年総会（コロナ禍により集会は行わず文書による決議）
委任状：議長11名、辻橋1名、
書面決議：1号議案～3号議案･･･賛成16名、反対0名、4号議案･･･賛成14名、反対2名
以上より、1号～4号議案については賛成多数により承認された（ただし、4号議案に
ついては事前配布資料に変更あり）。
・1号議案 2019年度(平成31年・令和元年度)活動報告･･･承認
◇ 定例山行(日にち・目的山名・担当・参加者数)

2019年 4月6日(土) 秩父蓑山（美の山公園）花見 辻橋 11名

5月11日(土)～12日(日) 大菩薩峠～小菅縦走 松島 8名

6月15日(土)～12日(日) 天城山 渡辺 7名

7月13日(土)～14日(日) 美ヶ原 保坂 6名

8月24日(土) 御岳山 武藤 10名

9月13日(金)～14日(土) 大室山 渡辺 7名

10月26日(土) 赤ぼっこ 小池 11名(含ｹ゙ ｽﾄ1名)

11月23日(土) 飯能アルプス・大高山(読図) 大西 4名(含ｹ゙ ｽﾄ1名)

12月14日(土) 高尾山清掃登山 中臺 10名

2020年 1月18日(土) 三浦富士 染谷 10名(含ｹ゙ ｽﾄ1名)

2月29日(日) 高尾山 松島 5名

3月28日(土)～29日(日) 奥鬼怒－日光沢温泉 渡辺 4名

2019年4月～2020年3月、実施12回、中止0回

参加者数：93名（年間平均7.8名）前年度より+1名
◇その他
・ 2019年4月25日 総会にて「山遊会だより29号」配布
・ 会員動向 入会者：なし

退会者：2019年9月＝白川さん、2020年3月＝武藤さん、2020年4月＝小池さん

ご逝去：2019年12月＝福原さん、2020年2月＝小島さん

・2号議案 ◇2019年度（平成31年・令和元年度）･･･(承認)
◇ 会計報告は表1「山遊会令和1年度会計および監査報告書」のとおり

・3号議案 2020年度（令和2年度）活動計画案および世話役人事･･･(承認)
◇ 定例山行 (日にち・目的山名・担当)

2020年 【4月】 4/4(土) 湯河原－城山 辻橋･･･中止

【5月】 5/23(土)～24日(日) 天城山 渡辺･･･中止

【6月】 6/20(土) 大の字表妙義自然探勝路 保坂･･･中止

【7月】 7/11(土) 草戸山 辻橋

【8月】 8/8(土)～10日(月) 乗鞍高原 古閑

【9月】 日にち未定 石裂山 中臺

【10月】 未定

【11月】 日にち未定 読図山行（目的地未定 大西

【12月】 12/12(土) 清掃忘年山行(高尾山予定) 中臺

2021年 【1月】 未定

【2月】 未定

【3月】 未定
◇その他

新型コロナウィルスの影響で4月～6月の山行ならびに集会はすべて中止となっています。
7月以降の予定も状況次第で変更・中止の可能性もあります。ご了承ください。

◇世話役人事

代表 渡辺真一

副代表 大西 攻、辻橋明子

会計・庶務 山崎浩子、染谷美佐子

監査 辻橋明子

名簿管理担当者 保坂惠子

イベント係 辻橋明子、松島岳生

記録係 染谷美佐子、辻橋明子

山行係 辻橋明子、江村美津子

ホームページ担当 中臺文夫、渡辺真一(下線はメイン担当者)

会報担当(山遊会だより) 渡辺真一、染谷美佐子(下線はメイン担当者)

・4号議案 2020年度（令和2年度）活動予算（案）･･･(承認)
◇2020年度（令和2年度）活動予算は表2「山遊会令和2年度収支予算表」のとおり。

表1 「山遊会令和1年度会計および監査報告書」

表2 「山遊会令和2年度収支予算表」


